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政　体　　共和制
元　首　　ハルトマーギーン・バトトルガ大統領
通　貨　　トゥグルグ1）（ 1米ドル＝2748.6トゥグルグ，2019年末）
会計年度　 1月～12月
モンゴル
2019年の
（注）　 １）アジア動向年報ではこれまでモンゴルの通貨について「トゥグリグ」「トグリグ」と
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人民党内の対立収束，
フレルスフ首相の権力強化
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みなと
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生
お
概　　況
　2019年は，前年のフレルスフ首相不信任案問題で露呈した人民党・民主党双方
の内部対立が尾を引くなかで始まった。このうち，人民党ではフレルスフ首相が
大過なく ₁年を乗り切り，権力強化に成功した一方，首相に対抗する勢力は徐々
に勢力を失った。これに対し，民主党は存在感を発揮するのに失敗したばかりか，
党所属国会議員の離脱によって国会議員団の成立要件を失う事態となった。また，
かねてより議論が進んでいた憲法改正案が紆余曲折の末に成立し，大統領任期の
変更などが行われることとなった。
　経済面では課題が浮き彫りとなった。物価上昇率は抑えられたものの，最大の
生産部門である鉱業の伸び悩みにより経済成長率は低下した。また，経常赤字と
対中国輸出依存という以前からの懸案については，ほとんど解決に向けた動きが
みられなかった。他方，2019年にはカピタル銀行破たん，マネー・ローンダリン
グに関する金融活動作業部会（Financial Action Task Force on Money Laundering：
FATF）によるモンゴルのグレーリストへの追加といった事件も関心を集めた。
　対外関係では，ハルハ河戦争（ノモンハン事件）80周年を機にしたロシアとの関
係強化に加え，ロシアを中心とするユーラシア経済統合や中国による一帯一路構
想との協調といったユーラシア志向の経済外交，バトトルガ大統領が提唱した北
東アジア国際電力網構想のアピールが特徴的であった。このほか，バトトルガ大
統領による訪米をはじめとするアメリカとの要人往来も目を引いた。
国 内 政 治
エンフボルド国会議長の解任
　2019年は前年末のフレルスフ首相不信任案問題の余波が残るなかで始まった。
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これは，2018年に明らかとなった中小企業開発基金の不正融資あっせん問題を
きっかけに，フレルスフ首相に対してツォグゾルマー教育・文化・科学・スポー
ツ相とソドバータル道路・運輸開発相，エンフボルド国会議長を含む人民党所属
の国会議員が不信任案を提出したものの，反対多数で否決されたものである。そ
の後，不信任案に同調した閣僚については，既に辞任または解任の方向が決まっ
ていたが，後任人事がまとまっていなかった。一方で，エンフボルド国会議長は
議長の座を維持していたものの，年末には議長辞職を要求するデモが発生してい
た。人民党内の対立はフレルスフ首相側に有利に推移していたが，収束の見通し
は立たない状態であった（以上，2018年の動向は『アジア動向年報 2019』参照）。
　2019年に入ってもエンフボルド国会議長への解任要求は止まなかった。そのな
かで，人民党のオヨーン＝エルデネとアヨールサイハン，民主党バトザンダンと
ボルドの議員 ₄人が「反人民民主党」，すなわち ₂大政党である人民党・民主党
双方を非難するデモを決行すると，デモは各界の著名人を巻き込んで拡大して
いった。ただし，スローガンとは裏腹にデモの直接の攻撃対象はエンフボルド国
会議長であり，実質的には国会議長解任要求デモの発展形であった。これに加え
て，人民党所属国会議員の一部には議長辞職を要求して国会をボイコットする議
員すら現れた。この結果，本会議は定数不足となり，開会できない事態に陥った。
　そのようななかで，バトトルガ大統領は国会法と国会本会議規程法の修正案を
上程した。法案には国会議長の解任提案を容易にする条項が盛り込まれており，
この条項を基にエンフボルド国会議長を解任するねらいも窺えた。これに対しエ
ンフボルド国会議長は同修正案の審議入りを容認，修正案は ₁月半ばに成立した。
さらにエンフボルド国会議長は「反人民民主党」デモ主催者とも会見し対話を
行ったものの，辞職要求には拒否する姿勢を続けた。
　こうした議長の態度を受けて，オヨーン＝エルデネ国会議員らはエンフボルド
国会議長の解任案を作成し，修正国会法および国会本会議規程法の施行後ただち
に上程した。解任案は国会国家機構常任委員会では承認を得られず，本会議には
解任不要の提案が送られたが，この提案が反対多数で否決され，結果としてエン
フボルド国会議長が議長職を失うこととなった。
　これによって，国会議長に加え，先述の辞任・解任となった閣僚の後任人事に
焦点が移った。このうち，国会議長にはザンダンシャタル内閣官房長官が立候補
し， ₂月 ₁日の国会本会議で選出された。同日に国会本会議はツォグゾルマー教
育・文化・科学・スポーツ相の辞職を承認するとともに，ソドバータル道路・運
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輸開発相を解任し，翌日にはバータルビレグ国会議員の教育・文化・科学・ス
ポーツ相就任，エンフ＝アムガラン国会議員の道路・運輸開発相就任に加え，ザ
ンダンシャタル新国会議長就任で空席となった内閣官房長官へはオヨーン＝エル
デネ国会議員の就任をそれぞれ承認した。
　新閣僚はフレルスフ首相不信任案への賛成者・反対者から ₁人ずつ任命されて
おり，首相が党内融和を図ったともいえよう。他方，ザンダンシャタル国会議長
の就任によって，フレルスフ首相は大統領，首相，国会議長が構成する国家安全
評議会に自派の人物を送り込むことに成功した。
権力を強化するフレルスフ首相
　国会議長の座をめぐる争いの一方で，ウランバートルでは前年に辞職したバト
ボルド首都知事の後任をめぐる衝突も起きた。モンゴルでは県・首都の知事は各
自治体住民代表議会の議員から候補を選出し，首相の承認を得て就任することに
なっている。人民党執行部は新知事としてアマルサイハン首都住民代表会議議長
を推薦，議長は ₁月半ばに開かれた首都住民代表会議で知事に立候補した。とこ
ろが，選出されたのは同じ人民党から立候補したムンフチョローン幹部議員で
あった。執行部の意向に反する選挙結果に対して，フレルスフ首相は ₂月半ばま
で新知事の承認を引き延ばした末にこれを拒否し，再立候補を表明したムンフ
チョローン議員には，党監査委員会から党員資格停止の処分が下った。ムンフ
チョローン議員はそれでも再立候補を強行し， ₂月末の住民代表議会でアマルサ
イハン議長と再び対決した。すると，今度はアマルサイハン議長が過半数の得票
により新知事に選出され，この結果をフレルスフ首相も承認したことで，新知事
選出をめぐる対立は終結した。
　フレルスフ首相にとって試金石となるはずであったもう ₁つの課題が，国家大
会議第42選挙区の補欠選挙であった。この選挙区では2016年に人民党のガントル
ガ候補が選出されたが，のちに性的行為強要の疑いが浮上したことで2018年にガ
ントルガ議員は議員辞職願を提出した。その後，国会本会議がこれを承認したこ
とで，2019年の ₆月30日に補欠選挙が行われることになっていた。民主党からは
オヨーンバータル・ヘンティー県知事，人民革命党からはエンフバヤル元大統領
の立候補が決まっていた一方で，人民党は選挙参加を決定するも候補者について
は明確ではなかった。さらには，辞職したガントルガ前議員が再び立候補すると
いう観測が流れ，これに反対するデモが起こる事態となっていた。
81
2019年のモンゴル
　ところが，ガントルガ前議員による有罪確定前の辞職願提出と，国会本会議承
認による再選挙実施の ₂つに対し，憲法違反であるとの訴えが一般市民から憲法
裁判所に出された。この訴えに対し，憲法裁判所は辞職承認のみ合憲としたもの
の，再選挙実施，告示日・投票日の確定，選挙支出の限度を定めた国会決定につ
いては，違憲であるとして差し止めを命じた。この判決が確定したため，第42選
挙区選出の議員が欠員になったにもかかわらず，補欠選挙が実施不可能となった。
　これらの動きはすべてフレルスフ首相にとって有利な展開であり，反対勢力の
弱体化によってフレルスフ首相の権力は強化された。一方で，もともと人民党よ
りも民主党の支持が強いとされるウランバートルにおいて，世論調査でのフレル
スフ首相に対する評価は上昇した。MEC 社による月例世論調査「政治バロメー
タ」では主な政治家の評価を10点満点でたずねており，フレルスフ首相のポイン
トは就任から2018年まではほとんど ₅未満であったものの，2019年には年間を通
じて ₅を下回ることはほとんどなく， ₆を超えることもあった。
　そのようななかで，メディアのフレルスフ首相に対する姿勢も変化している。
年初には，フレルスフ首相の指導力に対する疑問や，対立を煽る当事者としての
非難に加え，エンフボルド国会議長とともに解任して新たなリーダーを求める論
調が目立っていた。しかし，フレルスフ首相の権力が相対的に強まるに伴い，そ
れらの批判は影をひそめるようになった。
埋没する民主党，一部国会議員離脱で国会議員団構成要件失う
　人民党の内部対立が収束に向かう一方で， ₂大政党の ₁つである民主党は存在
感を発揮できなかった。先述のエンフボルド国会議長解任問題では，民主党国会
議員団は人民党を利するとの懸念から議長解任に反対し，むしろ国会を解散すべ
しとして署名集めを開始した。
　しかし，解散要求は党内の分裂を加速させた。前年末から民主党国会議員団か
らの離脱を表明していたバトザンダン，ボルド両議員は，先述したとおり反人民
民主党デモを決行し，党の方針を無視してエンフボルド国会議長解任要求の流れ
に乗った。そればかりか，バトザンダン議員はルーマニアのチャウシェスク元大
統領の処刑を引き合いに出し，エンフボルド国会議長の超法規的な処刑を正当化
するかのような発言すら行った。これに対して民主党がバトザンダン議員の党籍
を剥奪すると，バトザンダン議員は民主党による国会解散要求がエンフボルド国
会議長を利するとして反対し，両者の対立はさらに鮮明となった。その結果，エ
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ルデネ民主党党首は ₂月に会見を行い，バトザンダン議員とボルド議員の民主党
国会議員団からの離脱を容認した。これにより，議員団は議員不足のため解消さ
れることとなった。民主党からの離脱が正式に認められた両議員は，その後新党
「正義市民統一同盟党」を結成，バトザンダン議員が初代党首に就任した。そし
て同党は，「人民による大規模鉱床の所有」を主張するなど，資源ナショナリズ
ム的なアピールで国民に支持を訴えるようになった。
　さらに， 3月15日には民主党主導の連立政権下で首相を務めたアルタンホヤグ
大統領顧問が独自の政治活動を希望して辞職，民主党とは一線を画す姿勢を明ら
かにした。アルタンホヤグ氏は民主党内で有力な派閥を率いた実力者であったが，
民主党は同氏を党規約違反，さらにはエルデネ党首の解任を企てたとして除名し
た。続いて， ₅月29日には民主党員と称する300人以上が離党を表明，代表者ら
が記者会見を行い，党内会計が不明朗であり，行われるべき選挙が実施されてい
ないとの批判を繰り広げた。これに対して，民主党は離党者と称する人々がそも
そも党籍も持っていないとする反論を行った。
　党内の不和が収まらないなかで，民主党は引き続き国会解散を求めてスフバー
タル広場でデモを挙行， ₅月31日にはフレルスフ首相への不信任案も提出した。
一方で，民主党は2018年に策定した新綱領告知のキャンペーンを開始し，党の統
一を維持しようとした。党の下部組織である民主党青年連合は 3月に行った記者
会見のなかで，党改革の成果を強調し，党の主義主張に則った行動を呼びかけた。
　ただ，これらの動きは目に見える成果を上げることがなかった。国会解散呼び
掛けの署名にこそ人民党所属の国会議員やバトトルガ大統領からの賛同を得たも
のの，解散は実現せず，不信任案は審議された形跡すらない。先述の MEC 社に
よる世論調査ではエンフボルド前国会議長に代わり，エルデネ党首が実績に乏し
い政治家の筆頭格とされるようになった。民主党の党勢回復への道は険しい。
憲法改正案，曲折の末成立
　与野党内の派閥争いとともに，2019年の政治で注目されるのが憲法改正案の成
立である。憲法改正は数年来議論が重ねられてきた懸案事項であり，国会での審
議に加えて政府による公聴会や公開討論が全国で行われてきた。しかし，これま
での政権は改正案をまとめきれず，現政権まで先送りしてきた。
　 ₆月 ₆日にルンデージャンツァン国会国家機構常任委員長が憲法改正案と関連
法案を上程した。法案は直ちに審議に付され，翌日には国会本会議で可決された
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が，同案に対してバトトルガ大統領が拒否権を発動した。国会はこれを承諾した
ため憲法改正案の再審議が決まった。審議は民主党所属の国会議員による反対と
国会ボイコットにもかかわらず進められたが， ₇月16日にバトトルガ大統領が独
自の改正案を上程した。これを受けて，国会本会議は審議中の憲法改正案にバト
トルガ大統領上程の改正案の内容を反映させることを決定し，バトトルガ大統領
を会長，フレルスフ首相を副会長とする憲法改正案作業部会を新たに設置し，新
たな改正案を協議することとした。
　しかし， 9月に民主党が憲法改正に関する国民投票を要求し，審議を拒否した。
バトトルガ大統領は，これまでの協議で憲法改正に関する自らの提案が全て削除
されたとして民主党に同調し，提案の撤回を宣言した。あわせて，国民投票に関
する法案を上程，議会制と大統領制の選択および国会総選挙と大統領選挙を同時
に実施することの是非を国民投票で問うよう要求した。すると，国会本会議はバ
トトルガ大統領の提案を拒否した一方，当初提出の憲法改正案の採決に踏み切り，
これを可決のうえで，この改正案について国民投票を行うことを決定した。しか
し，この決定にバトトルガ大統領が拒否権を行使すると，国会本会議では再可決
に必要な 3分の ₂の賛成が集まらず，憲法改正論議はまたもやり直しとなった。
　このように二転三転した憲法改正論議が終結したのは11月も半ばに入ってのこ
とであった。審議が長引くなかで，ウランバートルでは国会解散を求めるデモが
発生し，民主党は審議への非協力を続けていたが，最終的には民主党所属議員不
在の本会議で人民党による憲法改正案が可決され，国民投票も行われないことと
なった。バトトルガ大統領はここでも拒否権行使を検討したものの，結局は改正
案を受け入れ，同月末にフレルスフ首相，ザンダンシャタル国会議長とともに改
正案に署名し，翌2020年 ₅ 月25日より改正案が施行されることとなった。
　新憲法では大統領の任期が従前の ₄年から ₆年に変更され， ₁度のみ認められ
ていた再選が禁止された。また，以前より「重ね着」として批判のあった閣僚と
国会議員の兼任については ₄人まで認めることとなり，裁判官の人事と権利保護
を担当する司法総協議会への市民参加なども定められた。このほか，改正案には
政党要件の厳格化，国会解散時の本会議での承認の義務化，閣僚人事に関する国
会審議の廃止，国家の独立と領土放棄に関して国民投票を実施することの禁止，
通常国会の開会日数の下限延長などが盛り込まれた。他方，バトトルガ大統領の
改正案に盛り込まれた国会議席数の増員が見送られたほか，国会提出の当初案に
あった，司法総協議会が全ての裁判官の任命権を有するとの条項が削除され，最
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高裁判事を大統領が任命するとの現行憲法の条文が維持されるなど，一部では当
初上程された案から内容が後退した。さらに，現行憲法では私有以外の土地と地
下および，それらに含まれる資源について国の財産とされていたのが，改正案で
は国家公共の財産と改められた。あわせて，戦略的価値を有する鉱床の利用に際
しては，天然資源が人民の支配下にあるとの原則に従い，その利益の過半を人民
に割り当てる旨の条文も追加されている。モンゴルでは鉱業開発が外資主導で進
んでいるのに対し，自国の権益拡大や国民への利益配分を求める主張がたびたび
なされてきており，改正案はそのような主張に沿ったものとなった。
経 済
堅調な経済成長も，経常赤字と対中国依存続く
　2019年の実質 GDP は前年比で5.1％の増加となった（Mongolian Statistical 
Information Database. 以下，2019年の統計数値はすべて予測値に基づく）。ほぼす
べての生産部門で生産が拡大したものの，最大の部門である鉱業・砕石の生産の
みが前年をわずかに下回ったことで，実質 GDP 成長率は前年より低下した。そ
のなかで，前年まで ₂年連続で拡大していた物価上昇率が縮小したのは，経済に
とって好材料である。
　貿易面では輸出の柱である石炭の輸出額が ₂年連続で過去最高を更新しており，
輸出総額の 3年連続の増加を支えた。反面，燃料や自動車を中心に輸入額も増加
した。その結果，2018年
に顕著となった経常赤字
は，2019年にはほとんど
改善されなかった。中央
銀行であるモンゴル銀行
が公表した国際収支統計
によれば，2019年の経常
赤字は17億1480万ドルと
なり，前年比で7.7％の
減少にとどまった。輸出
増加に支えられて貿易黒
字が ₂年ぶりに10億ドル
（出所）　モンゴル銀行ウェブサイト 
（http://www.mongolbank.mn/）。
図 1　経常収支，貿易・サービス収支の推移
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台を回復したものの，サービス収支の赤字が依然として大きく，貿易・サービス
収支全体の赤字脱却は果たせなかった。また，第一次所得収支の赤字が前年比で
20.1％，第二次所得収支の赤字が26.6％それぞれ増加したのも影響した（図 ₁）。
　他方，貿易面での中国依存も続いている。政府統計局による統計では，2019年
の輸出総額に占める対中国輸出のシェアは89.1％と，前年の93.3％ほどではない
とはいえ，依然として極めて高い水準にある。過去10年間で対中輸出のシェアが
最低だったのは2016年の79.4％であり，あとは80～90％台で推移している。一方
の輸入面では，輸出面ほど深刻ではないにせよ，中国からの輸入が2011年以来
シェア最大となっている。中国への依存とそのリスクは積年の懸案事項であるも
のの，解消される見通しは立ってない（図 ₂）。
カピタル銀行経営破たんと FATF グレーリスト入りの衝撃
　2019年の注目される経済事件は，カピタル銀行の経営破たんと，マネー・ロー
ンダリングに関する金融活動作業部会（FATF）によるモンゴルのグレーリストへ
の記載であった。 ₄月 ₈日，モンゴルの中央銀行であるモンゴル銀行は，カピタ
ル銀行の業務停止と公的整理開始を発表した。カピタル銀行は民主化直後の1990
年に業務を開始した，モンゴルでは老舗の金融機関の ₁つである。しかし，2014
（注）　単位：100万ドル。
（出所）　Mongolian Statistical Information Database.
図 2　対主要国輸出入額の推移
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年には社会保障基金からの不適切な資金受け入れの疑惑が持ち上がっており，翌
2015年からはウェブサイト上の経営情報公開が不十分との批判が起きるとともに，
支払い能力にも疑問が呈せられるようになっていた。公的整理開始時点では，累
積損失が3800億トゥグルグに上ったほか，不良債権が2080億トゥグルグと，融資
総残高の80％に達すると報じられた。
　カピタル銀行の一般の預金者に対しては預金保険が適用されており，大口の預
金者への払い戻しも ₄月中に始まった。しかし，問題となったのが国庫から同銀
行への預金であった。フレルバータル蔵相は，カピタル銀行への公的資金の預入
金残高が3400億トゥグルグであり，このうち1040億トゥグルグが年金保険基金，
1349億トゥグルグが医療保険基金，520億トゥグルグが開発銀行，470億トゥグル
グが中小企業開発基金によるものと発表した。このうち，医療保険基金について
はサラントヤー保健相が補償を要求したが，法律上破たんした銀行による補償の
うち，政府に対する債務や租税の優先順位は低くなっていることから，資金回収
は容易ではない。12月にはチンゾリグ労働・社会保障相とゾリグト社会保障庁長
官が記者会見を行い，基金への資金引き揚げが遅れていることを認めている。こ
のような状況のなかで，以前より経営不振が囁かれてきた銀行に公金を預け入れ
てきたことに対し，疑問が呈せられている。
　一方，10月には FATF がモンゴルを「戦略的欠陥のある地域」に指定，いわゆ
るグレーリストに記載し，モンゴル国内に衝撃を与えた。この指定によってモン
ゴルに対する制裁や制限措置は行われないものの，モンゴルは欠陥解消のために
作成されたアクションプランの実施を求められるとともに，FATF による実施状
況のモニタリングを受けることとなった。
　グレーリスト記載が明らかとなると，オヨー・トルゴイ銅鉱の開発資金調達を
不安視する声が上がり，同銅鉱運営会社トーレス CEO が火消しに追われた。ま
た，10月22日に行われた即位礼正殿の儀に参列するため来日したフレルスフ首相
は，安倍首相との会談で具体的金融支援を引き出すことができなかった。その原
因は，グレーリスト記載にあるとの報道も行われた。また，政府，モンゴル銀行，
市中銀行や司法の責任を問う声が相次ぎ，とくにバヤルトサイハン・モンゴル銀
行総裁に対しては与党人民党からも責任追及の動きが起こった。その結果，バヤ
ルトサイハン総裁は辞職願を提出し，国会本会議で認められた。
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対 外 関 係
ハルハ河戦争（ノモンハン事件）80周年，ロシアとの関係強化
　2019年は，モンゴル・ソ連が旧「満洲国」との境界をめぐって「満洲国」・日
本と交戦したハルハ河戦争（ノモンハン事件）から80年目にあたる。モンゴルに
とっては自国の存立を守り抜いた重要な戦いであり，さまざまな祝賀行事が行わ
れた。また，戦場となったハルハゴル郡では，行政・教育・保健医療などの施設
が集中する中心地の再開発に対し，プーチン・ロシア大統領とロシアの国営石油
企業ロスネフチ社が援助を行い， 9月に完成した。
　なかでも，9月初めに政府主催で行われた戦勝80周年祝賀式典は，プーチン大
統領も参加する盛大なものとなった。プーチン大統領は式典参加に加えて，バト
トルガ大統領と会談を行い，モンゴル・ロシア関係を友好・全面的戦略的パート
ナーシップに引き上げることで合意し，会談後に関連する条約に相互署名を行っ
た。またプーチン大統領は，フレルスフ首相やザンダンシャタル国会議長とも会
談し，モンゴルからの輸出拡大，モンゴル国内の鉄道の設備更新について協議した。
　これに先立つ ₅月には，ゴルジェエフ・ロシア副首相が来訪し，バトトルガ大
統領やフレルスフ首相と会談した。会談では，ロシア・モンゴル・中国を結ぶ鉄
道とタワントルゴイ炭鉱を結ぶ路線建設，ウランバートル市内発電所の更新工事，
家畜保健医療プログラムの実施について協議された。モンゴルからは 3月13日か
ら15日にかけてオラーン食糧・農牧業・軽工業相がロシアを訪問，パトルシェフ
農相と会談し，貿易不均衡是正とモンゴルからの羊毛，カシミア，皮革などの輸
出拡大について協議した。また， ₈月には恒例となったモンゴル＝ロシア合同軍
事演習「セレンゲ」が行われた。 9月にはバトトルガ大統領がプーチン大統領の
来訪終了翌日にウラジオストクを訪問し，同地で開催された第 ₅回東方経済
フォーラムに出席した（後述）。12月にはフレルスフ首相が訪ロし，メドベージェ
フ首相との会談で，ロシア・中国間パイプラインのモンゴル経由計画，ユーラシ
ア経済連合（Eurasian Economic Union：EEU）との統一市場構築構想で合意したほ
か，メドべージェフ首相からはロシアからモンゴルを経由した新たな鉄道輸送
ルートの開発，モンゴル国内の鉄道の設備更新に関する協力可能性についても発
言があった。フレルスフ首相は続くプーチン大統領との会談でも，ロシア・中国
間パイプラインのモンゴル経由，EEU との統一市場構築構想への支持を得た。
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さらに，フレルスフ首相は
EEU の 執 行 機 関 で あ る
ユーラシア経済委員会
（EEC）のサルキシャン閣僚
級会議代表と会談し，モン
ゴル・EEC 間の自由貿易
協定締結やそのための作業
部会設置について協議した。
　これらの出来事は，ハル
ハ河戦争勝利記念という国
民的祝賀行事を機に，モン
ゴルにおけるロシアの存在
感をあらためて印象付ける
ものとなった。ただし，ハ
ルハ河戦争80周年記念行事への注力が，隣接するロシア・中国以外の主要国との
関係を重視する第三の隣国政策と矛盾するという指摘もあり，ロシアへの傾斜を
過度なものとして疑問視する向きも存在する。
ユーラシア志向の経済外交の展開と北東アジア国際電力網構想のアピール
　2019年には前年同様，バトトルガ大統領を中心とする経済重視の外交が目立っ
た。 ₄月にバトトルガ大統領は中国を訪問し，習近平国家主席との会談で中国か
らモンゴルへの無償供与プロジェクトの短期的成果や，モンゴル西部からの肉輸
出禁止の解除といった二国間の課題とともに，ロシア・中国間の天然ガスパイプ
ラインおよび鉄道輸送，税関の業務時間延長などについても協議した。 ₆月には
キルギスを訪問し，首都ビシュケクで行われた上海協力機構（SCO）首脳会議に出
席して演説を行い，そのなかでエネルギー部門およびインフラ整備での国際協力
の重要性を強調した。さらに 9月になると大統領は，先述の第 ₅回東方経済フォー
ラムに出席し，モンゴルが提唱しているモンゴル・ロシア・中国 3カ国経済回廊
構想をアピールした。また，会期中に行われた安倍首相との会談で大統領は縫
製・紡績業での協力に期待を表明，一方でモディ・インド首相との会談ではイン
ドの支援によりモンゴルで建設中の石油精製工場の進捗状況を説明した。同月に
バトトルガ大統領はインドを訪問，コーヴィンド大統領とともに戦略的パートナー
ハルハ河戦争戦勝記念祝典で演説するバトトルガ大統領
（右）とプーチン・ロシア大統領（2019年 9 月 3 日，写
真：ロイター/アフロ）
89
2019年のモンゴル
シップ強化に関する共同宣言を発表したのに加え，モディ首相との会談では先述
の石油精製工場からのパイプライン建設と，インドからの資金提供で合意し 
た。
　これらの機会を含め，バトトルガ大統領は自らが提唱する北東アジアにまたが
る国際電力網構想のアピールに努めた。これはバトトルガ大統領が2018年に開か
れた第 ₄回東方経済フォーラムで提起した構想で，モンゴル・ロシア・中国・韓
国・朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）・日本を結ぶ電力網を構築し，モンゴルか
らは太陽光・風力や石炭による火力発電で生産された電力を安価に供給するとい
うものである。バトトルガ大統領は 3月 ₁日にモンゴル，中国，ロシア，日本，
韓国からの参加者を招いてウランバートルで開催された「北東アジア電力統一
ネットワーク戦略」計画会議に協賛するとともに，北東アジア統一エネルギー
ネットワーク構想の意義を強調する開会演説を行った。バトトルガ大統領は ₄月
に中国で開催された「一帯一路」国際協力ハイレベルフォーラムや，先述の習主
席との会談， ₆月の SCO 首脳会議に合わせて行われたモンゴル・ロシア・中国
首脳会議， 9月の第 ₅回東方経済フォーラムでも，構想のアピールに努めた。
　他方，モンゴル・ロシア・中国首脳会議では，バトトルガ大統領が 3カ国経済
回廊構想の遅れを認める場面もあった。また，以前より注目されている SCO へ
の正式加盟については，バトトルガ大統領は SCO 首脳会談での演説で，国内に
賛否両論あると述べるにとどめている。
その他の動き
　以上のユーラシアを中心とした外交以外では，アメリカとの間での要人往来が
注目される。 ₆月にはボルトン米大統領補佐官が来訪し，バトトルガ大統領との
会談で，米下院に提出されたモンゴルからの縫製品輸出の関税免除を盛り込んだ
「第三の隣国法案」の意義を再確認した。またボルトン米大統領補佐官は，フレ
ルスフ首相との会談では拡大全面的パートナーシップの強化について意見交換を
行った。 ₇月末から ₈月初頭にかけてはバトトルガ大統領が訪米し，トランプ大
統領との首脳会談ではモンゴルからの羊毛・カシミアの輸出関税免除について協
議した。会談終了後の共同宣言では，インド太平洋における民主主義・経済発展
の強化，地域安全保障，BUILD 法案（開発のための投資のより適正な利用に関す
る法案）に基づく手段の行使，国境管理強化，反テロ・人身取引，麻薬取引，ハ
イレベル会談の継続などが盛り込まれた。さらに，両国関係の戦略的パートナー
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シップ段階到達も宣言された。 ₈月にはエスパー米国防長官が来訪し，エンフボ
ルド国防相と会談を行った。
　日本との間では，先述したフレルスフ首相の来日のほか， ₆月に河野外相が来
訪した。河野外相はフレルスフ首相との会談で経済連携協定の成果拡大について
意見交換を行うと，ツォグトバータル外相との会談では，経済連携協定，中小企
業支援や環境保護に関する二段階融資，ウランバートル新空港の供用開始と運営，
特定技能人材などについて意見交換を行った。ただ，バトトルガ大統領との会談
では，モンゴルから日本への輸出について，バトトルガ大統領からカシミア以外
の伸び悩みを指摘される一幕もあった。
2020年の課題
　2020年の最大の焦点は国会総選挙である。すでに述べてきたとおり，人民党は
フレルスフ首相が党内対立をほぼ克服したのに対し，民主党の存在感は低下した
ままである。第三勢力をみても，人民革命党は選挙法の改正によって過去に贈収
賄事件で有罪判決を受けた者の立候補が禁止されたため，党首のエンフボルド元
大統領が立候補できなくなるという痛手を負った。さらに，正義市民統一同盟党
を含む諸派は議席獲得自体が容易ではない。以上を考えれば，これまで総選挙の
たびに政権枠組みが変わってきたモンゴルではあるが，政界再編等がなく，2019
年末時点の政治状況が続けば，今回は人民党が勝利して政権が維持される可能性
が高い。ただし，中小企業開発基金流用をはじめとする腐敗の問題はくすぶり続
けている。新たな疑惑が発覚した場合，情勢は変わり得る。また，どのような政
権枠組みになったとしても，バトトルガ大統領との良好な関係構築が課題となる。
　また，総選挙の年には有権者の支持をねらったバラマキ政策が行われる可能性
が高い。それだけに，経済面ではこれまで抑えられてきた物価上昇率の高騰や，
財政・経常赤字の拡大が懸念される。また，FATF グレーリストからの脱却も課
題となるが，具体的な対策が講じられるには時間を要するものと見込まれる。
　対外関係で目立った動きが現れるのは，総選挙が終了して新政権が成立した後
となろう。ただし，バトトルガ大統領が現在の外交路線を大きく変える材料は見
当たらない。突発的な出来事がないかぎり，ユーラシア志向の経済重視路線は続
くものと見込まれる。加えて，SCO への正式加盟問題のゆくえ，北東アジア電
力網構想や経済回廊構想の実現に向けた具体的な動きの有無も注目される。
（高知大学教授）
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1 月 8 日 ▼ 反腐敗庁，ドルリグジャブ元法
相・元検事総長を逮捕。
12日 ▼オラーン食糧・農牧業・軽工業相，
就任。
18日 ▼ソンギノハイルハン地区で豚熱発生。
22日 ▼ソミヤーバザル鉱業・重工業相，ダ
ボスでの世界経済フォーラム出席（～24日）。
29日 ▼国会本会議，エンフボルド国会議長
を解任。
2 月 1 日 ▼国会本会議，ザンダンシャタル内
閣官房長官を国会議長に選出。ツォグゾル
マー教育・文化・科学・スポーツ相の辞職承
認，ソドバータル道路・運輸開発相を解任。
2 日 ▼国会本会議，オヨーン＝エルデネ国
会議員の内閣官房長官就任，バータルビレグ
国会議員の教育・文化・科学・スポーツ相就
任，エンフ＝アムガラン国会議員の道路・運
輸開発相就任を承認し，閉会。
10日 ▼ ソミヤーバザル鉱業・重工業相，
ニューデリーでの「ペトロテック」石油・天
然ガス国際会議に出席（～12日）。
15日 ▼ツォグトバータル外相，ミュンヘン
安全保障会議出席（～17日）。
20日 ▼ツォグトバータル外相，ウィーンで
の第18回欧州安全保障協力機構（OSCE）国会
議員冬期会合に出席。
25日 ▼ 投資家向けワンストップサービス
「インベスト・イン・モンゴリア」開設。
▼第 ₄ 回モンゴル・中国外務省間戦略的対
話，北京で開催。
26日 ▼首都住民代表会議，アマルサイハン
議長を首都知事に選出。
28日 ▼首都住民代表会議，ダグワ議員を議
長に選出。
▼ソミヤーバザル鉱業・重工業相，訪英
（～ 3月 ₂日）。ファイアヘッド国際貿易副大
臣と会談。
3 月 1 日 ▼エクスポート・モンゴリア2019，
ウランバートルで開催。
3 日 ▼ソミヤーバザル鉱業・重工業相，カ
ナダ・トロントでのカナダ探鉱者開発者協会
主催国際鉱業展示会に出席（～ ₅日）。
10日 ▼フレルスフ首相，南スーダン訪問。
イッガ副大統領と会談。
12日 ▼ザンダンシャタル国会議長，スイス
訪問（～15日）。グシェッティ下院議長と会談。
13日 ▼オラーン食糧・農牧業・軽工業相，
ロシア訪問（～15日）。パトルシェフ農相と会
談。
18日 ▼臨時国会開会。
21日 ▼大手鉱業会社エルデネト社およびモ
ンロスツヴェトメト社の国有化決定。
22日 ▼国会本会議，ガンバト少将の参謀本
部長任命を承認。
▼第 3 回モンゴリア・ゴールド会議，ウラ
ンバートルで開催。
26日 ▼李洛淵韓国国務総理，来訪（～27日）。
バトトルガ大統領らと会談。
27日 ▼臨時国会閉会。
▼エンフ＝アムガラン検察庁長官，解任。
▼ゾリグ最高裁判所長官，辞職。
29日 ▼ ツォグトバータル外相，訪中（～ ₄
月 ₂ 日）。王毅外交部長らと会談。
4 月 5 日 ▼春期国会開会。
▼検察庁長官にジャルガルサイハン氏任命。
▼民主党，民主化運動30周年・党創設29周
年記念大会開催。
8 日 ▼モンゴル銀行，カピタル銀行の公的
整理を発表。
10日 ▼モンゴリア・マイニング2019，ウラ
ンバートルで開催（～12日）。
15日 ▼第 ₁ 回モンゴル・中国外務省間政策
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協議，ウランバートルで開催。
17日 ▼チンゾリグ労働・社会保障相，訪日。
山下法相と会談。
▼バトツェツェグ対外関係副大臣，アシハ
バードでの OSCE ハイレベル会議に出席。
18日 ▼モンゴル・北朝鮮外務省間協議開催。
22日 ▼第 ₁ 回モンゴル・ロシア工業部門協
力会合，モスクワで開催。
23日 ▼エンフボルド国防相，第 ₈回モスク
ワ国際安全保障会議に出席。会期中にショイ
グ・ロシア国防相と会談。
24日 ▼バトトルガ大統領，訪中（～28日）。
習近平主席らと会談。
▼第 ₅ 回モンゴル・日本外交・防衛・安全
保障当局間協議，東京で開催。
▼モンゴル・米通商協議，第 ₁回モンゴ
ル・米領事級協議，ワシントンで開催。
27日 ▼民主党，アルタンホヤグ元首相を除
名。
29日 ▼ ツォグトバータル外相，ベラルー
シ・ミンスクでの第 ₂回 OSCE 議員会議シ
ルクロード支援グループ国際会合に出席（～
30日）。
5 月 2 日 ▼国会本会議，エンフジャルガル反
腐敗庁長官解任とダシダワー新長官の任命，
ニャムドルジ反腐敗庁副長官解任とバトサイ
ハン副長官任命を承認。
9 日 ▼バトトルガ大統領，バトスレン最高
裁長官を任命。
10日 ▼ 朴明国北朝鮮副外相，来訪。バト
ツェツェグ対外関係副大臣と会談。
15日 ▼ウランバートル市内での原炭使用禁
止措置施行。
17日 ▼バトフー元国会副議長・民主党副党
首，政府宮殿で急逝。
20日 ▼ツォグトバータル外相，チェコ訪問
（～21日）。ハビシュ首相らと会談。
22日 ▼反腐敗庁，サイハンビレグ元首相，
ゾルジャルガル元モンゴル銀行総裁，ボロル
元蔵相，エルデネバト元国会議員を逮捕。
23日 ▼タワントルゴイ＝ズーンバヤン間鉄
道建設起工。
27日 ▼憲法裁判所，ガントルガ前国会議員
辞職に伴う補欠選挙実施を差し止める判決。
▼ツォグトバータル外相，バンコクでの第
75回国連アジア太平洋経済社会委員会（UN-
ESCAP）に議長として出席（～31日）。
29日 ▼ゴルジェエフ・ロシア副首相，来訪。
バトトルガ大統領らと会談。
30日 ▼第22回モンゴル・ロシア政府間協議，
ウランバートルで開催。
▼ザンダンシャタル国会議長，訪日。大島
衆議院議長と会談。
6 月 3 日 ▼オラーン食料・農牧業・軽工業相，
訪中。鍾山商務部長らと会談。
5 日 ▼第 ₆ 回北東アジア安全保障問題ウラ
ンバートル対話イニシアチブ，ウランバート
ルで開催（～ ₆日）。
▼トランジット・モンゴリア2019，ウラン
バートルで開催。
6 日 ▼新党「正義市民統一連盟党」創立大
会挙行。バトザンダン国会議員が党首就任。
▼ツォグトバータル外相，シンガポール訪
問（～ ₈日）。ヘン副首相兼財務相らと会談。
7 日 ▼エンフトゥブシン副首相，第23回サ
ンクトペテルブルク国際経済フォーラムに出
席。
13日 ▼ バトトルガ大統領，キルギス・ビ
シュケクでの上海協力機構首脳会議出席（～
14日）。
14日 ▼モンゴル・ロシア・中国首脳会談，
ビシュケクで開催。
▼ハーン・クエスト2019開催（～28日）。
15日 ▼河野外相，来訪（～17日）。バトトル
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ガ大統領らと会談。
20日 ▼シーヤールトー・ハンガリー外相，
来訪。バトトルガ大統領らと会談。
22日 ▼第 ₄ 回モンゴル・ロシア・中国観光
相会談，中国内モンゴル自治区オラーンツァ
ブで開催（～25日）。
23日 ▼グシェッティ・スイス国民議会議長，
来訪（～26日）。バトトルガ大統領らと会談。
27日 ▼布小林中国内モンゴル自治区主席，
来訪。フレルスフ首相らと会談。
▼ウチューピン・ベラルーシ工業相，来訪
（～28日）。ツォグトバータル外相らと会談。
28日 ▼ウランバートル経済フォーラム2019
開催。
▼第19回モンゴル・EU 合同委員会，ウラ
ンバートルで開催。
30日 ▼ ボルトン米大統領補佐官来訪（～ ₇
月 ₁日）。バトトルガ大統領らと会談。
7 月 1 日 ▼タワントルゴイ炭鉱＝ガショーン
ソハイト国境地点間8.2km の舗装道開通。
5 日 ▼春期国会閉会。同日臨時国会開会。
▼ウランバートル新空港完成式典挙行。
▼モンゴル初となるウランバートル新空港
＝ウランバートル間33.2km 高速道路開通。
10日 ▼王岐山中国副主席，来訪（～12日）。
バトトルガ大統領らと会談。
▼ラム・ベトナム公安相，来訪（～12日）。
バトトルガ大統領と会談。
29日 ▼「パシフィック・エンジェル2019」
国際人道支援演習開催（～ ₈月 ₅日）。
▼シェフトプ・トルコ国会議長，来訪（～
31日）。バトトルガ大統領らと会談。
30日 ▼ バトトルガ大統領，訪米（～ ₈月 3
日）。トランプ大統領らと会談。
8 月 6 日 ▼ツェレンバト環境・観光相，訪中。
雒樹剛中国文化観光部長と会談。
8 日 ▼フォミン・ロシア国防次官・上級大
将，来訪。バトトルガ大統領らと会談。
▼エスパー米国防長官，来訪。エンフボル
ド国防相と会談。
12日 ▼ ツェレンバト環境・観光相，サウ
ス・ゴビ・コール・トランス社の鉱物利用特
許取り消しを発表。
15日 ▼モンゴル・ロシア合同軍事演習「セ
レンゲ＝2019」開催（～27日）。
17日 ▼ジャパン・フェスティバル2019，ウ
ランバートルで開催（～18日）。
▼ボアオ・アジア・フォーラム・ウラン
バートル会議開催（～21日）。
24日 ▼トソンツェンゲル＝オリアスタイ間
114.2km 舗装道供用開始。
9 月 2 日 ▼ プーチン・ロシア大統領来訪（～
3日）。バトトルガ大統領らと会談。
3 日 ▼ハルハ河戦争（ノモンハン事件）戦勝
80周年記念式典挙行。
4 日 ▼バトトルガ大統領，ウラジオストク
での第 ₅回東方経済フォーラム出席（～ ₆日）。
5 日 ▼第 9 回コール・モンゴリア2019，ウ
ランバートルで開催（～ ₆日）。
6 日 ▼エンフトゥブシン副首相，訪中。白
瑪赤林全人代常任委員会副委員長と会談。
9 日 ▼「ゴビの狼＝2019」国際軍事演習，
ドルノゴビ県で開催（～25日）。
10日 ▼反腐敗庁，ドルジハンド自動車道路
運輸政策実施調整局長を逮捕。
12日 ▼最高裁，正義市民統一同盟党を政党
登録。
19日 ▼ バトトルガ大統領，インド訪問（～
23日）。コーヴィンド大統領らと会談。
20日 ▼ソミヤーバザル鉱業・重工業相，訪
日（～21日）。大島衆議院議長らと会談。
24日 ▼反腐敗庁，エルデネス・モンゴル社
エルデネビレグ筆頭副社長を拘束。
▼ツォグトバータル外相，第74回国連総会
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一般討論出席（～30日）。会期中にトランプ米
大統領らと会談。
27日 ▼ ICT エキスポ2019，ディスカバー・
モンゴリア2019，ウランバートルで開催（～
29日）。
30日 ▼臨時国会閉会。
▼ガンバト参謀本部長，辞意表明。
▼クベラ・チェコ上院議長，来訪（～10月
₂ 日）。バトトルガ大統領らと会談。
10月 1 日 ▼秋期国会開会。
▼ツォグトバータル外相，ロシア・ソチで
の第16回ヴァルダイ国際討論クラブ出席（～
3日）。
2 日 ▼反腐敗庁，ガンバト元道路・運輸開
発相を逮捕。
4 日 ▼ガンゾリグ参謀本部長就任。
8 日 ▼プラダン・インド石油・天然ガス相，
来訪。ドルノゴビ県アルタンシレー郡で建設
中の石油精製工場のインフラ完成引渡式出席。
9 日 ▼エキスポ・モンゴリア2019，ウラン
バートルで開催。
▼国営モンゴル鉄道新最高経営責任者にバ
トスフ副社長が就任。
11日 ▼フレルスフ首相，カザフスタン訪問
（～12日）。マミン首相らと会談。
18日 ▼マネー・ローンダリングに関する金
融活動作業部会（FATF），モンゴルを「戦略
的欠陥のある地域」に指定。
21日 ▼フレルスフ首相，訪日（～23日）。安
倍首相らと会談。
▼エンフボルド国防相，訪中。魏鳳和国防
部長と会談。
24日 ▼ツェレンバト環境・観光相，大阪で
のツーリズム EXPO ジャパンに出席。
28日 ▼エクスポート・モンゴリア2019，ウ
ランバートルで開催（～30日）。
29日 ▼外国人登録庁および警察庁，電子詐
欺容疑で中国国民758人を検挙，拘束。
30日 ▼モンゴル経済フォーラム2019，ウラ
ンバートルで開催。
11月 7 日 ▼駐上海モンゴル国総領事館開設。
8 日 ▼国会本会議，ロシア大使，国連大使
ら大使 ₆人の交代を承認。
13日 ▼ 2020年度予算，国会本会議で可決成
立。
14日 ▼国会本会議，憲法改正案可決。
15日 ▼ ソンギノ＝ヒャルガス湖間135.7km
舗装道路開通。
18日 ▼首都行政初級裁判所，オヨー・トル
ゴイ銅鉱投資契約締結に関する首相命令を無
効とする判決。
▼トソンツェンゲル＝ソンギノ間167km
舗装道，供用開始。
20日 ▼国会本会議，オヨー・トルゴイ銅鉱
契約改正に関する決定を可決。
▼国会本会議，バヤルトサイハン・モンゴ
ル銀行総裁の辞職承認。
21日 ▼憲法裁判所，オドバヤル憲法裁判所
長官の長官辞職承認。判事としては留任。
▼国会本会議，モンゴル銀行総裁にルハグ
ワスレン副総裁を任命。
26日 ▼憲法改正案署名式挙行。
12月 2 日 ▼ バータルビレグ教育・文化・科
学・スポーツ相，訪中。陳宝生教育部長らと
会談。
3 日 ▼ フレルスフ首相，ロシア訪問（～ ₆
日）。プーチン大統領らと会談。
4 日 ▼エンフボルド国防相，訪日。河野防
衛相と会談。
5 日 ▼ ツォグトバータル外相，スロバキ
ア・ブラチスロヴァでの OSCE 閣僚級会合
に出席（～ ₆日）。
18日 ▼インベスト・イン・モンゴリア，東
京で開催（～22日）。
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　 1 　国家機構図（2019年12月末現在）
（注）　 ₁）国家元首。政党の推薦を受け国民の直接選挙で選出，任期4年。大統領資格は45歳以上，選
挙前 ₅年以上継続して国内に居住したモンゴル国籍の者。 ₂）国家最高機関。定員76人。任期 ₄年。
議員資格25歳以上。首相以下の閣僚を選出。定例年 ₂回， ₁回75日以上。 3）最高裁長官，検事総長
は国家大会議議決を経て大統領が任命。 ₄）任期 ₄年。 ₅）アイマグ（県），首都の知事は地方議会の
提案で首相が任命。ソム（郡），地区などの首長は上部アイマグ，首都知事が任命，任期 ₄年。 ₆）憲
法裁判所判事は，大統領と最高裁判所が推薦し，国会が任命。
　 2 　政府・国会要人名簿（2019年12月末現在）
大統領 Kh. Battulga
　［閣僚］
首相 U. Khürelsukh （人民党）
副首相 Ö. Enkhtüvshin （人民党）
環境・観光相 N. Tserenbat （人民党）
対外関係相 D. Tsogtbaatar （人民党）
大蔵相 Ch. Khürelbaatar （人民党）
法務・内務相 Ts. Nyamdorj （人民党）
食糧・農牧業・軽工業相 Ch. Ulaan （人民党）
国防相     N. Enkhbold （人民党）
建設・都市計画相  Kh. Badyelkhan （人民党）
教育・文化・科学・スポーツ相 
 Yo. Baatarbileg （人民党）
道路・運輸開発相 B. Enkh-Amgalan （人民党）
鉱業・重工業相 D. Sumiyabazar （人民党）
労働・社会保障相 S. Chinzorig （人民党）
エネルギー相 Ts. Davaasüren （人民党）
保健相 D. Sarangerel （人民党）
官房長官 L. Oyun-Erdene （人民党）
　［国家大会議］
議長 G. Zandanshatar （人民党）
副議長 L. Enkh-Amgalan （人民党）
副議長 Ya. Sanjmyatav （民主党）
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  1 　基礎統計
2014 2015 2016 2017 2018 20191）
人 口（年末，1,000人） 2,995.9 3,057.8 3,119.9 3,177.9 3,239.5 3,310.5
消 費 者 物 価 上 昇 率（％）2） 11.0 1.9 1.1 6.4 8.1 5.2
失 業 者 数（年末，1,000人） 37.0 32.8 34.4 25.5 25.0 20.8
為 替 レ ー ト（１ドル＝トゥグルグ）3） 1,888.4 1,995.5 2,489.5 2,427.1 2,643.7 2,748.6
（注）　１）暫定値。　２）各年12月時点の対前年同月比。　３）モンゴル銀行12月31日公表値。
（出所）　Monthly Statistical Bulletin, 2016年12月号，Socio-economic Situation of Mongolia, 2017年12月号，
2019年12月号，モンゴル銀行ウェブサイト（http://www.mongolbank.mn/）。
  2 　支出別国内総生産（名目価格） （単位：100万トゥグルグ）
2014 2015 2016 2017 2018 2019
民間最終消費支出 12,587,626.9 13,671,167.7 13,130,524.9 14,922,178.8 17,598,908.1 20,422,836.5
政府最終消費支出 2,893,297.9 3,132,117.7 3,503,720.6 3,550,191.5 3,782,113.1 4,489,718.1
総 資 本 形 成 7,818,432.5 6,114,629.4 6,161,637.1 8,744,376.4 12,830,512.1 13,252,656.8
固 定 資 本 6,351,104.8 4,725,967.1 4,915,100.1 6,869,349.7 9,533,060.1 11,635,853.4
在 庫 増 減 1,467,327.6 1,388,662.3 1,246,537.1 1,875,026.7 3,297,452.0 1,616,803.3
財・サービス輸出 11,613,413.3 10,567,131.2 12,019,547.7 16,668,531.9 18,951,604.3 22,632,771.7
財・サービス輸入 12,685,716.3 10,334,660.4 10,872,563.9 16,008,981.4 20,751,913.6 23,769,284.0
国 内 総 生 産（GDP） 22,227,054.3 23,150,385.6 23,942,866.4 27,876,297.2 32,411,224.1 37,028,699.0
海外からの純受取所得 -1,806,9800 -1,898,953.9 -1,971,731.5 -3,924,925.5 -3,321,963.9 -4,290,328.1
国 民 総 所 得（GNI） 20,420,074.3 21,251,431.7 21,971,134.9 23,951,371.7 29,089,260.2 32,738,370.9
（出所）　Mongolian Statistical Information Database（http://www.1212.mn）.
　 3　産業別国内総生産（実質：2010年価格） （単位：100万トゥグルグ）
2014 2015 2016 2017 2018 20191）
農 林 水 産 業 1,871,397 2,071,966 2,200,717 2,240,489 2,340,627.9 2,536,121.6
鉱 業 ・ 採 石 3,469,333 3,957,728 3,964,084 3,745,575 3,972,871.3 3,950,522.8
製 造 業 895,656 919,391 912,053 1,093,302 1,264,516.1 1,404,081.3
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 271,675 280,095 284,420 298,765 323,342.0 347,349.2
建 設 業 588,025 586,940 558,131 621,858 651,374.6 689,376.9
卸売・小売・車両修繕業 2,191,309 2,014,386 1,961,907 2,095,326 2,141,158.0 2,295,547.5
運 輸 ・ 倉 庫 953,873 1,002,494 1,117,568 1,276,243 1,373,177.2 1,417,107.6
情 報 ・ 通 信 378,221 368,739 344,329 390,052 420,375.8 460,446.7
金 融 883,264 1,011,837 1,035,154 1,128,919 1,190,647.3 1,313,308.5
不 動 産 769,506 802,870 812,869 867,475 927,619.5 944,841.2
公 務 ・ 国 防 434,276 447,416 447,163 452,528 455,119.6 477,135.7
そ の 他 サ ー ビ ス 905,598 907,989 911,056 927,858 964,979.2 1,003,017.5
生産品に課される税 1,781,712 1,388,004 1,395,457 1,653,708 1,986,392.1 2,093,434.1
国 内 総 生 産（GDP） 15,482,273 15,850,726 16,035,925 16,891,768 18,115,852.2 19,039,610.0
G D P 成 長 率（％） 7.9 2.4 1.2 5.3 7.2 5.1
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　表 ₂に同じ。
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  4 　家畜頭数 （単位：1,000頭）
2014 2015 2016 2017 2018 20191）
総 数 51,982.6 55,979.8 61,549.2 66,219.0 66,460.2 70,969.3
馬 2,995.8 3,295.3 3,635.5 3,939.8 3,940.1 4,214.8
牛 3,413.9 3,780.4 4,080.9 4,388.5 4,380.9 4,753.2
ラ ク ダ 349.3 368.0 401.3 434.1 459.7 472.4
羊 23,214.8 24,943.1 27,856.6 30,109.9 30,554.8 32,267.3
ヤ ギ 22,008.9 23,592.9 25,574.9 27,346.7 27,124.7 29,261.7
子 家 畜 育 成 数 17,246.0 19,179.5 19,721.7 22,642.0 19,403.3 23,587.0
出生に対する育成率（％） 97.8 95.8 95.9 96.2 91.3 94.4
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Database（http://www.1212.mn），Socio-economic Situation of 
Mongolia, 2019年12月号。
　 5 　国際収支 （単位：100万ドル）
2014 2015 2016 2017 2018 20191）
経 常 収 支 -1,934.3 -948.5 -699.7 -1,155.4 -2,206.8 -1,714.8
貿易・サービス収支 -1,111.5 -152.9 -0.5 277.6 -1,302.8 -455.4
貿 易 収 支 177.7 562.6 1,337.8 1,493.7 675.5 1,148.5
輸 出（FOB） 5,470.8 4,446.4 4,804.0 5,834.3 6,556.5 7,152.9
輸 入（FOB） 5,293.1 3,883.8 3,466.2 4,340.6 5,881.0 6,004.4
サ ー ビ ス 収 支 -1,289.2 -715.5 -1,338.3 -1,216.1 -1,978.3 -1,603.9
貸 方 607.0 690.6 800.9 966.3 1,111.6 1,368.3
借 方 1,896.2 1,406.1 2,139.2 2,182.4 3,089.9 2,972.2
第 一 次 所 得 収 支 -972.5 -969.7 -911.2 -1,612.6 -1,227.5 -1,556.0
貸 方 57.1 58.8 68.3 76.4 345.6 403.2
借 方 1,029.6 1,028.5 979.5 1,689.0 1,573.1 1,959.1
第 二 次 所 得 収 支 149.7 174.1 212.1 179.5 323.5 296.5
資 本 移 転 等 収 支 135.6 115.7 90.8 77.7 91.9 97.7
金 融 収 支 -1,503.8 -788.0 -811.9 -2,599.3 -2,091.0 -2,300.9
直 接 投 資 -230.7 -82.9 4,170.9 -1,445.7 -2,136.7 -2,113.8
証 券 投 資 -270.0 -248.5 -487.1 -493.1 -60.8 -368.3
金 融 派 生 商 品 -1.1 -1.4 38.1 16.8 -12.7 5.5
そ の 他 投 資 -1,002.0 -455.3 -4,533.8 -677.3 119.2 175.8
誤 差 脱 漏 -176.1 -223.3 -221.2 -61.6 -117.8 -230.9
総 合 収 支 -471.1 -268.1 -18.2 1,459.9 -141.7 452.9
外 貨 準 備 資 産 増 減 -471.1 -268.1 -18.2 1,459.9 -141.7 452.9
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　モンゴル銀行ウェブサイト（http://www.mongolbank.mn/）。
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　 6 　主要国別貿易構成比（2019年）1） （％）
輸出
中国 イギリス シンガポール スイス ロシア イタリア
オースト
ラリア 韓国 アメリカ イラン その他
89.1 3.8 2.0 1.0 0.9 0.6 0.5 0.3 0.3 0.3 1.1
輸入
中国 ロシア 日本 アメリカ 韓国 ドイツ ポーランド イタリア
オースト
ラリア ベトナム その他
33.6 28.2 9.6 4.7 4.4 3.1 1.1 1.0 0.9 0.9 12.5
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Database（http://www.1212.mn）.
　 7 　主要輸出品 （単位：万ドル）
2014 2015 2016 2017 2018 20191）
石 炭 84,904.0 55,592.3 97,307.3 226,764.2 280,251.8 307,881.9
銅 精 鉱 257,470.6 228,013.5 160,775.4 161,311.7 201,219.4 179,586.8
鉄 鉱 石 44,637.8 22,720.0 24,989.1 31,335.5 34,218.1 57,657.7
金 40,524.4 42,056.8 75,840.9 59,535.4 14,449.9 41,839.4
原 油 63,461.1 38,721.7 33,718.1 37,407.1 39,198.8 36,666.6
原 毛 カ シ ミ ヤ 22,381.5 19,718.1 19,253.5 20,564.0 25,195.6 28,329.0
蛍 石 精 鉱 7,151.6 6,548.7 5,897.0 8,421.8 18,985.8 20,525.8
亜 鉛 精 鉱 11,316.7 10,165.9 14,541.3 18,080.9 19,780.6 18,900.5
精 錬 粗 銅・ 銅 合 金 4,192.5 6,667.5 7,418.9 9,273.5 8,244.9 6,890.4
馬 肉 497.2 731.9 1,439.3 4,452.9 6,497.4 5,768.9
モ リ ブ デ ン 精 鉱 3,513.7 2,947.4 2,644.7 3,735.9 4,993.9 4,901.2
梳 毛 カ シ ミ ア 6,193.2 4,071.1 3,318.9 3,852.2 5,494.4 4,531.9
羊 毛 957.8 1,394.6 1,635.7 2,064.3 2,015.3 2,035.2
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Database（http://www.1212.mn）.
　 8 　主要輸入品 （単位：万ドル）
2014 2015 2016 2017 2018 20191）
デ ィ ー ゼ ル 燃 料 65,616.3 37,667.9 25,484.2 42,791.6 57,673.4 66,938.2
ト ラ ッ ク 10,783.4 4,994.4 4,648.4 19,128.9 28,374.6 42,114.5
乗 用 車 28,920.7 20,996.8 21,973.8 26,038.3 40,784.6 41,874.0
ガ ソ リ ン 42,541.6 27,397.1 19,293.4 24,374.8 30,865.6 32,736.8
ブルドーザー・地ならし機・ロードローラー 5,142.5 4,504.6 3,102.6 8,729.3 13,318.6 18,615.1
電 力 13,002.2 12,918.2 12,535.5 13,597.5 14,253.9 14,444.6
電 信 電 話 機 器 8,297.5 8,061.1 10,417.6 9,454.0 10,807.9 9,484.8
昇 降 機， 荷 役 機 器 部 品 5,057.5 2,887.2 2,509.4 4,496.3 6,852.3 8,817.7
包 装 済 医 薬 品 6,722.7 6,113.2 7,242.1 7,705.7 9,599.1 8,511.0
新 品 タ イ ヤ 5,782.6 3,200.2 3,636.6 5,330.7 6,422.2 8,029.2
タ バ コ 5,111.5 5,223.9 4,999.9 5,671.7 5,371.2 6,104.2
選 別 機 ・ ミ キ サ ー 11,371.3 6,423.6 3,736.5 4,975.4 6,527.2 6,059.6
デ ー タ プ ロ セ ス 機 器 3,028.8 4,572.1 2,921.5 2,828.0 4,250.6 4,166.3
（注）　 ₁）暫定値。
（出所）　表 ₇に同じ。
